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《2018 年度第２回大会（総 71 回）：2018 年 12 月８日（土）於：東京大学》 

 

（Ⅰ）里耶秦簡における字形の特徴について  

―秦系文字・楚系文字の比較を通して― 

網代 菜摘（昭和女子大学附属昭和高等学校非常勤講師） 

 

本報告は書道史の立場から秦系文字と楚系文字を比較し、里耶秦簡の字形を考察

した。戦国秦・楚では字形等が異なると簡牘から確認されている。文字統一は戦国

六国の文字を排除し、戦国秦の文字で統一したという先行研究が見られる。統一秦

では楚系文字は排除されたこととなる。しかし、先行研究では楚系文字の影響が見

られる秦簡があると述べられている。その点に疑問を持ち、秦簡と楚簡の「之」字

の分析・比較を行なった。今回は里耶秦簡を主たる作例とし、秦系文字・楚系文字

の影響関係について報告者の考えを述べた。 

秦系文字と楚系文字に関する先行研究では、二つの様式が分立していると述べる

もの、楚系文字の書き方が秦系文字に影響を与えたと述べるものがある。また、文

字統一後の秦簡に楚系文字の用字・字形があると共に述べられている。里耶秦簡の

字形等に関するものでは⑨981 の簡牘に楚系文字の影響が見られるという先行研

究がある。「之」字最終画に楚系文字のような弧線が見られると述べているが、楚

簡との比較等の検討がされていない。 

そこで里耶秦簡「之」字の最終画について線の形状等の分析を行ない、6 種類に

分類した。先行研究が指摘する「之」字最終画に弧線が見られたのは、対象とした

112 字中 3 例であった。 

最終画に曲線等も確認できたが、楚系文字と比べると微々たるものである。分析

によって、字形や書風は多様であることが分かった。最終画が弧線のものは 3 例で

あり、楚系文字が秦系文字に影響を与えているのであれば件数は多くなると考える

が、里耶秦簡における弧線は少ない。したがって、楚系文字の影響ではなく、書写

者の書風が表れたものと考える。また、先行研究の指摘のように書写者が旧楚人で

ある可能性もある。曲線が見られる要因として草隷の発生も考えられる。「之」字
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最終画に右払い等が見られることから、動きのある書き方になっていることが分か

る。 

本報告で検討したものは『文物』第 560 期掲載の簡牘中の「之」字である。今後

は近年発行されている資料をもとに里耶秦簡「之」字や他の文字に関して分析を進

め、里耶秦簡以外の簡牘の字形も分析していく。 

   

                            

（Ⅱ）利用词源分析破解《楚辞》和《史记》中的两个疑难问题 
史 杰鹏（東京大学東洋文化研究所訪問研究員） 

 

  《楚辞·招魂》中的“献岁发春”，和《史记·楚元王世家》中的“羹颉侯”，

历代有注，现在学者也有很多讨论。但细玩文义，我们认为目前所有解释都有扞格不

通之处，必须寻求新的解释。本文通过基于上古音基础上的词源义分析，提出了两个

新看法，认为“献岁发春”应该读为“开岁发春”，“羹颉侯”应该读为“刚颉侯”。

并藉此指出，在考释先秦、秦汉以及同时代出土文献疑难词汇时，对词汇的词源义分

析，能发挥很重要的作用，甚至能成为解决问题的关键。 

 

 

（Ⅲ）秦漢簡牘奏讞書研究―以張家山漢簡的案例 3、17 為例 

黄 人二（華東師範大学中文系教授） 
 

《奏讞書》是張家山第二四七號漢墓所出竹簡之一，共有二十二個案例，其中第

十七例與司法審判有關，對於其時之歷史律令，可以深入探釋。文字內容是寫秦二世

元年十月，毛見講，與之謀盜牛而講被誣陷之事。在不到三個月的時間內，講上訴。

最後，在廷尉主持審判下，講因為於元年十月不盡八日，曾為走馬都魁庸於咸陽，十

一月一日踐更，所以講是不可能盜牛的，廷尉判決講無罪，並要求縣級官吏對講做出

補償決議，身份得到解放，成了隱官工匠。其中，又可於秦漢司法審理層級及公文之

轉送，有一清楚的瞭解。類似此種案例，可以為以後司法審判判案之依據，稱為「廷

行事」、「故事」。  
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《特別寄稿》 

「文字、文獻與文明―第七屆出土文獻青年學者論壇暨國際學術研討會」
参加記 

戸内 俊介（二松学舎大学文学部准教授） 

 

これは昨年開催されたシンポジウムの参加記である。開催からすでに1年近く経

過しており、情報の「鮮度」は落ちているが、紙面の調整のために、埋め草として

会報編集者自ら、執筆することとした。なお、すでに記憶が薄れ、詳細な情報を提

供できないところもあるが、ご海容いただければ幸いである。 

 

筆者は2018年８月17日～20日に、広州の中山大学で開催された「文字、文獻與文

明―第七屆出土文獻青年學者論壇暨國際學術研討會」に参加した。うち、17日と20

日はそれぞれ移動日であり、実質的な活動は18日と19日の２日間である。 

「出土文獻青年學者論壇暨國際學術研討會」は2012年に発会し、毎年1回、中国

や台湾で会場校を移しながら行われている。今回、発表者として中国国内外の若手

研究者26名がノミネートされていたが（若手以外の研究者も少数ながら参加してい

た）、真に外国人と言えるのは日本人のみで、しかも私を含め、海老根量介氏、宮

島和也氏の３人だけであった。 

主催は中山大学古文字研究所。特に、中山大学中文系教授の田煒氏と、この年に

新たに中山大学中文系教授に着任した范常喜氏が中心となって取り仕切っていた。 

またスケジュールの初日前後は、折悪しく台風が襲来し、それに伴い、一部の参

加予定者は中国国内線の飛行機が飛ばないといったアクシデントに見舞われた。そ

のため、研究報告のいくつかがキャンセル、ないしは他者による代読となった。 

以上、多少のアクシデントにより、当初プログラムに変更が生じ、最終的には以

下のようになった。 

 

2018年８月18日（土） 

【午前の部】 

9：00～9：30 開幕式 

9：30～9：45 写真撮影 

10：00～11：45 第一場討論 司会：郭永秉 

① 趙 鵬  「殷墟花園荘東地甲骨中的對貞卜辭」 

② 戸内俊介 「再議甲骨文中的否定詞“不”與“弗”的語義功能區別―兼論甲骨

文中的非賓格動詞」 

③ 鄔可晶  「釋“穗”」（代読） 

④ 鄧佩玲  「從出土材料談弋射所用器具―“矰”、“磻”與“䚨𧤕”」 

⑤ 張富海  「“敕”字補說」 

 

【午後の部】 

 14：30～15：50 第二場討論  司会：林宏佳 
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① 郭永秉  「說表示“死”義的“世”字」 

② 宮島和也 「戰國楚簡中的“[网＋廾]”字以及古書中若干“反／返”的含義」 

③ 劉 剛  「談談《墨子‧耕柱篇》的一處句讀」 

④ 張錦少  「從出土文獻看王念孫的理校」 

 16：05～17：25 第三場討論  司会：何有祖 

① 劉 瑞  「南越國木簡的發現與初步研究」 

② 游逸飛  「江蘇大雲山江都王陵10號陪葬墓墓主身分考―兼論漢代諸侯王

的“媵制”」 

③ 陳侃理  「松柏漢牘《葉書》考」 

④ 張傅官  「漢簡《蒼頡篇》校讀拾遺」（代読） 

  

2018年８月19日（日） 

【午前の部】 

9：00～10：20 第四場討論 司会：鄧佩玲 

① 王輝銀  「雀山漢簡殘字釋讀瑣記」 

② 石繼承  「說甚六鼎銘文中的“甫[虎＋土]公”」 

③ 石小力  「故宮博物館院藏梁伯戈銘文新釋」 

④ 馬 坤  「基於出土文獻的《周易》用韻研究」 

 

【午後の部】 

10：35～11：55 第五場討論 司会：游逸飛 

① 林宏佳  「《鄭武夫人規儒子》補探」 

② 蘇建洲  「《清華五‧封許之命》簡６“匿”字考」 

③ 何有祖  「《越公其事》補釋（五則）」 

④ 高佑仁  「《湯處於湯丘》札記六則」（代読） 

14：30～16：30 第六場討論 司会：陳侃理 

① 禤健聰  「試說甲骨金文的“役”字」 

② 賈連翔  「試析戰國竹簡中的“辡”及相關諸字」 

③ 海老根量介「靈王所“遂”者究竟為何國? ―《靈王遂申》再考」 

④ 趙 岩  「里耶秦簡更名方“……假人”解讀―“叚”、“假”的分化為中心」 

⑤ 范常喜  「青島出土屯６號漢墓遣策木牘所記“疏牙”為牙籤考」 

16：45～17：15 閉幕式 

 

各発表のタイトルを見て分かるように、テーマは歴史から考古、文字、語学、資

料解読と、多岐に渡っているが、やはり文字を扱ったものが多い。扱っている資料

も甲骨文から金文、漢簡と、幅広いが、やはり楚簡の人気が高い。土地柄か、南越

王墓に関する報告があったのが、目を引いた（広州市内に遺跡と博物館がある）。 

分科会はなく、1つの部屋で全員が集まり討論した。報告は１人につきおよそ15

分。１グループが終わるごとに、４～５人分の発表について、まとめて討論が行わ

れた。参加人数や規模はそれほど大きいものではないが、その分、忌憚ない意見が
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飛び交い、密な議論が展開されていた。 

２日目の閉幕式では、次回の会場が台中の中興大学であることが発表された（残

念ながら、現在私はそれについての詳細な情報を持ち合わせてはいない）。同時に

参加者からは、次回は「85後」（1985年以降の生まれの者）の若手の積極的な参加

を望むとの声が上がり、その流れで、今回の参加者のうち唯一の「85後」である宮

島和也氏が急遽、発言を求められた。突然の大役にあたふたする宮島氏の姿が大変

印象に残っている。 

宿泊や食事は開催校から提供されたため、参加者の負担は基本的に現地までの交

通費のみのであった（ただし、お酒の提供は禁止されているようである）。筆者に

とってはおよそ10年ぶりの中山大学であったが、その変貌ぶりには驚かされるばか

りで、特にキャンパス内の北門近くには、かつては無かった巨大なホテルが建設さ

れており、その豪華さには目を見張った。参加者はこのホテルに宿泊し、尚且つ１

人につきツインルーム１部屋が割り当てられたが、そこに本シンポジウムの資金の

豊富さが垣間見え、同時に、中国側の「国学」に対する本気度を見て取れる。 

なお、この年は夏に中国で出土資料関係のシンポジウムが相次ぎ、海老根氏と宮

島氏は、このシンポジウム終了後、８月下旬に北京の清華大学で開催された「第一

届“出土文献与古代文明”青年学者研討会」へと向かった。こちらの参加報告は、

本誌前号（67号）の海老根量介「第一届“出土文献与古代文明”青年学者研討会参

加記」に詳述されており、参照いただきたい。 

本シンポジウムで報告された研究は論文集としてまとめられ、『文字、文獻與文

明―第七届出土文献青年学者論壇暨国際学術研討会』（上海古籍出版）というタイ

トルで出版される予定である。原稿は提出済みで、2019年６月現在、すでに初校校

正を終えた段階にある。 
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《新刊紹介》 

Bamboo and Silk 

 

Bamboo and Silk is a peer-reviewed academic journal sponsored by the Center of Bamboo 

and Silk Manuscripts of Wuhan University and published by Brill. It is co-edited by 

Professor Chen Wei of Wuhan University, China and Professor Edward L. Shaughnessy of 

the University of Chicago, USA. The journal is published in print and also digitally 

available at http://booksandjournals.brillonline.com/content/journals/24689246. 

 

The journal focuses on unearthed Chinese bamboo and silk manuscripts from the 

pre-Qin period and Qin, Han, Wei and Jin Dynasties. It publishes research related to 

character identification and textual reconstitution, and studies of the social, political, 

economic and legal systems as well as ideology, culture, language, customs and other 

aspects reflected by these manuscripts. Bamboo and Silk publishes research articles, 

overviews, and book reviews that reflect the latest international developments concerning 

new Chinese manuscript finds. The journal publishes two issues every year, and selects 

articles for translation into English from the Chinese journal Jianbo 簡帛 (est. 2006) in 

addition to accepting new contributions in English. All contributions are peer reviewed by 

experts in the field.   

 

Bamboo and Silk accepts contributions in English throughout the year. Submissions 

should be in DOC (DOCX) and PDF format and sent to BambooandSilk@whu.edu.cn. All 

author information should be removed from the main text and footnotes and be presented 

in two separate files: 1) one file containing the title of the contribution and the author’s 

name, institution and post and email address; 2) one file containing the title of the 

contribution, Chinese and English abstracts (Chinese: 60-100 characters, English: 50-70 

words) and keywords (3-5 words), and the article itself. For format and style please refer to 

the Instruction for Authors available at 

https://brill.com/fileasset/downloads_products/Author_Instructions/BSMS.pdf. 

 

Authors will be notified within 3 days whether their submission will be considered for 

preliminary review. Within 30 days the author is notified whether their submission will be 

considered for peer review, and finally, within 3 months the final decision on publication 

and any further corrections is communicated.  

Only one article per author is considered every review cycle, please do not send in the 

same contribution multiple times.  

Authors can also use the Editorial Manager (EM) system to submit contributions at 

http://www.editorialmanager.com/bsms/default.aspx. Registration is required for first use, 

please click “Register Now” and fill in the appropriate information.   

The journal publishes one volume of two issues, about 360 pages, every year. The first 

issue appeared in October 2017 and since three issues have been published. Please find the 

table of contents below: 
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Bamboo and Silk 是由同行專家匿名評審的英文學術期刊，由武漢大學簡帛研究中

心主持編輯，國際出版商 Brill （博睿）出版發行，武漢大學陳偉教授、芝加哥大學

Edward L.Shaughnessy（夏含夷）教授主編，武漢大學李天虹教授任執行主編。以紙

質與電子版本發行，電子本鏈接爲

http://booksandjournals.brillonline.com/content/journals/24689246。  

 

本刊關注中國先秦、秦漢、魏晉時期的出土簡帛文獻，主要涉及文字考釋、文本

復原，簡帛文獻所見社會、政治、經濟、法律制度與思想、文化、語言及其他相關方

面的研究，發表研究性論文、相關綜述與書評，反映中國簡帛文獻的最新發現與國際

學界研究的最新進展。Bamboo and Silk 每年出版兩期，以 2006 年創刊的《簡帛》集

刊爲依托，選擇《簡帛》已刊中文文章翻譯成英文刊載，同時接受尚未發表過的英文

文章直接投稿。所有文章都經由同行專家匿名審查。 

 

  Bamboo and Silk 長年接受英文投稿。電子文稿請提交 DOC（DOCX）和 PDF 兩

種格式，發送至編輯部投稿信箱 BambooandSilk@whu.edu.cn。稿件正文與注釋中請

勿包含與作者信息有關的內容。所提交稿件應包含兩個獨立文檔：（1）論文題目、

作者姓名、工作或學習單位與通信地址、電子郵箱。（2）論文題目、中英文摘要（中

文 60-100 字，英文 50-70 字）、中英文關鍵字（3-5 個），以及論文正文。稿件體例、

格式請遵從 Bamboo and Silk《作者指南》（Instruction for Authors），鏈接為

https://brill.com/fileasset/downloads_products/Author_Instructions/BSMS.pdf，同時儘量

避免打印和引文錯誤。 

 

  本刊承諾自接到稿件之日起 3日內通知作者收到文稿；30 日內通知作者是否通

過初審。通過初審的稿件將納入正式審查程序，三個月內通知作者審稿結果，通過審

查的文稿可能會被要求作進一步修訂。  

  同一審稿周期內只受理同一作者的一篇來稿。請勿一稿多投。 

作者也可以通過在綫投稿系統 Editorial Manager（EM）提交稿件，地址是：

http://www.editorialmanager.com/bsms/default.aspx。首次使用需要註冊。打開網站點擊

登錄功能表的“Register Now”，填寫需要的信息。 

    本刊每年出版 1 卷兩期，每卷約 360 頁。第 1 卷 1 期于 2017 年 10 月面世，到現

在為止已經出版三期。下面是已出版三期的目錄： 
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Vol.1.1 

 

ARTICLES (論文)  

Dialogues and Narratives Surrounding Confucius and His Disciples in the Shanghai 

Museum Manuscripts (上博楚簡有關孔子師徒的對話與故事)  

  Guo Qiyong (郭齊勇)  

Interpreting the Warring States Graphs Zi 才 and Chui in Light of the Yancang Chu Slips 

(由嚴倉楚簡看戰國文字資料中“才”、“ ”兩字的釋讀)  

  Li Tianhong (李天虹)  

The Zhoujiatai Occult Manuscripts (周家臺的數術簡)  

  Donald Harper (夏德安)  

Bureaus and Offices in Qin County-Level Administration: In Light of an Excerpt from the 

Lost Hongfan wuxing zhuan (Great Plan Five Phases Commentary) (秦縣的列曹與諸

官——從《洪範五行傳》一則佚文説起)  

  Sun Wenbo (孫聞博)  

The Military History of Qin and the Composition of Its Expeditionary Forces (秦國戰役史

與遠征軍的構成)  

  Kiyoshi Miyake (宮宅潔)  

Writing in Turns: An Analysis of Scribal Hands in the Bamboo Manuscript Suan shu shu 

筭數書 (Writings on Mathematical Procedures) from Zhangjiashan Tomb No. 247 (張

家山 247號墓漢簡《筭數書》寫手再探)  

  Daniel Patrick Morgan (墨子涵) and Karine Chemla (林力娜)  

A Study of Sun Wu Seed Grain Loan Registers from Zoumalou (走馬樓吳簡中的種糧給

貸簿研究)  

  Xiong Qu (熊曲) and Song Shaohua (宋少華)  

 

OVERVIEWS (綜述)  

A Review of the Study of Warring States Excavated Texts in Mainland China(2015) (2015 

年中國大陸戰國出土文獻研究概述)  

  He Youzu (何有祖)  

Trends in Research on Qin Bamboo Strips in Japan (2011–2013) (日本秦簡研究動態

（2011–2013）)  

  Kudō Motoo (工藤元男)  

Research Trends in the Study of Qin Bamboo Slips in Korea (2009–2012)(韓國的秦簡硏

究（2009–2012）)  

  Yun Jae Seug (尹在碩)  

An Overview of Western Sinologists’Studies of Chinese Paleography(西方漢學家中國

古文字研究概要)  

  Edward L. Shaughnessy (夏含夷)  
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BOOK REVIEW (書評)  

Scott Cook (Gu Shikao 顧史考), The Bamboo Texts of Guodian: A Study & Complete 

Translation《郭店楚簡綜合研究與英譯》  

  Mark Csikszentmihalyi (齊思敏) 

 

 

Vol.1.2 

 

Article (論文)  

Looking at the “Qu qie” Chapter of the Zhuangzi from the Guodian *Yucong iv Bamboo 

Slip Manuscript (從郭店簡《語叢四》看《莊子·胠篋》)   

  Li Xueqin (李學勤)  

Non-Chu Characteristics in the Guodian *Wu xing 五行 Manuscript (談談郭店簡《五行》

篇中的非楚文字因素)   

  Feng Shengjun (馮勝君)  

An Investigation of Clerical Script in Chu Regions during the Qin and Han Periods, and its 

Relationship to “Scribal Writing” (秦漢楚地隷書及關於“史書”的考察)   

  Ōnishi Katsuya (大西克也)  

Evidence for Qin Law in the Qianling County Archive: A Preliminary Survey (遷陵縣檔

案中秦法的證據：初步的研究)   

Robin D.S. Yates (葉山)  

“Event Calendars” in the Early Imperial Era: A Re-Assessment (關於秦漢“質日”的新

考察)  

  Chen Wei (陳偉) 

 

 

Vol. 2.1 

 

Articles (論文) 

On reading xiehou 邂逅 (“chance meeting”) as Xing hou 邢侯 (“Marquis of Xing”) (邂

逅“邢侯”)  

Liu Gang (劉剛) 

Seeking an Audience in the Underworld and the Question of the Han Juridical Soul (向地

下官吏請謁：漢代法律意義下的靈魂)  

Ethan Harkness (郝益森) 

To Turn Soybeans into Gold: A Case Study of Mortuary Documents from Ancient China 

(“黃卷以當金”:古代中國隨葬文獻個案分析)  

Jiang Wen (蔣文) 

From “Clothing Strips” to Clothing Lists: Tomb Inventories and Western Han Funerary 

Ritual (從“衣物簡”到衣物疏——遣策與西漢的喪葬禮儀)  
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Tian Tian (田天) 

Newly Unearthed Wooden Figures for Averting Misfortune from Yangzhou (揚州新出土

五代解除木人研究)  

Cheng Shaoxuan (程少軒) and Liu Gang (劉剛) 

Summary of Research Published in 2015 on Bamboo and Wood Manuscripts from the Qin 

through Jin Dynasties (2015 年秦漢魏晉簡牘研究概述)  

Lu Jialiang (魯家亮) and Li Jing (李靜) 
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《学会彙報》 

○大会委員会より 

（１）2018 年度第２回大会（総 71 回）が、2018 年 12 月８日（土）、東京大学を

会場に開催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012 年７月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作

權規定」が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011

年３月発行）から同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用

に際しては、同規定の定めるところにより処理されることになりますので、希

望される方は、HP 掲載の利用申請書をダウンロードして事務局まで申請してく

ださい。 

（２）年二回の大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会

に原稿の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模

様、学会参加記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれ

ば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルと

してお送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふる

ってのご寄稿をお待ちしております。 

 
○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 24 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年７月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年３

月 10 日開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されており

ます。第 24 号の投稿締切日は、2019 年 12 月末日です。ふるってご寄稿下さ

いますよう、お願い申し上げます。 

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいこ

とに由来する問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一

致させることになりました。最新第 23 号の奥付は 2019 年７月発行となって

おります。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その

際、メールアドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご

入金下さい。 
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口座番号：00180-5-13124   受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、    通常会員・準会員   年額４０００円 

              学生会員・海外会員  年額２０００円      

  

です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学文学部 大西研究室 

中国出土資料学会（事務局） 


